
日本橋周辺における首都高地下化の課題
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電 力：送電・配電等の電力施設が多数埋設
→機能確保を考慮した防護や移設場所の確保が必要※

下水道：自然流下の下水道管（大口径の重要幹線含む）
が多数埋設

→ 流下能力を考慮した移設場所の検討が必要※

日本橋川：完成時及び施工時の河川流下能力の確保等が
必要

７ 再 開 発：事業者と計画の調整が必要

水 道：重要幹線などの管路が多数埋設
→ 水の輸送能力を考慮した移設場所の確保が必要※

地 下 鉄：施工時の影響等について検討が必要
通 信：幹線含む管路が多数埋設

→機能確保を考慮した防護や移設場所の確保が必要※

図示した管路のほか、水道、下水道の管路や、電力、通信、ガス等の
各種インフラ施設（幹線を含む）が、道路下に縦断・横断的に輻輳して埋設されている下水道（重要幹線）

水道（重要幹線）

凡例

※再開発の進展に合わせた計画が必要
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